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菊

池

一

隆

著 

『

東

ア

ジ

ア

歴

史

教

科

書

問

題

の

構

図

―

―

日

本

・

中

国

・

台

湾

・

韓

国

、

お

よ

び

在

日

朝

鮮

人

学

校

―

―

』

 

 

法

律

文

化

社 

二

〇

一

三

・

六

刊 

Ａ

５ 

三

八

八

頁 

六

〇

〇

〇

円 

  

本

書

は

、

昨

今

の

歴

史

教

科

書

問

題

を

巡

る

諸

問

題

に

、

歴

史

学

の

立

場

か

ら

ア

プ

ロ

ー

チ

す

る

も

の

で

あ

り

、

日

本

と

中

国

・

台

湾

・

韓

国

、

お

よ

び

在

日

朝

鮮

人

学

校

で

使

用

さ

れ

て

い

る

高

校

の

歴

史

教

科

書

を

、

論

争

の

核

心

で

あ

る

日

中

戦

争

時

期

を

重

点

に

比

較

し

て

い

る

。

比

較

す

る

各

教

科

書

の

本

文

を

引

用

し

、

そ

の

後

に

筆

者

の

コ

メ

ン

ト

を

付

す

形

式

を

取

っ

て

い

る

。 

 

「

第

一

章 

歴

史

教

科

書

を

巡

る

歴

史

と

共

通

教

科

書

」

は

、

清

末

か

ら

現

在

ま

で

の

中

国

の

教

科

書

論

争

を

概

観

し

た

上

で

、

日

本

側

の

検

定

制

度

と

そ

の

問

題

点

を

指

摘

し

、

検

定

制

度

の

是

非

を

問

う

た

家

永

教

科

書

裁

判

に

も

言

及

す

る

。

ま

た

歴

史

認

識

が

い

か

な

る

も

の

か

を

踏

ま

え

、

歴

史

共

同

研

究

の

必

要

性

と

、

共

同

研

究

に

お

け

る

日

中

・

日

韓

の

間

の

主

張

を

比

較

し

、

欧

州

で

先

駆

的

に

行

わ

れ

た

共

同

研

究

の

事

例

も

取

り

上

げ

る

。 

 

「

第

二

章 

日

本

・

中

国

・

台

湾

の

高

校

歴

史

教

科

書

の

比

較

検

討

」

は

各

国

の

記

述

の

特

徴

を

比

較

す

る

。

日

本

側

の

記

述

は

東

京

裁

判

に

つ

い

て

充

実

す

る

も

侵

略

実

態

、

植

民

地

・

占

領

の

統

治

実

態

な

ど

の

諸

点

が

弱

い

。

反

対

に

中

国

側

は

実

態

に

関

し

て

圧

倒

的

な

力

量

を

注

ぎ

込

ん

で

い

る

。

他

方

、

台

湾

側

で

は

絶

対

量

は

少

な

い

も

の

の

、

こ

れ

ら

諸

問

題

を

厳

密

に

検

討

し

、

韓

国

側

で

も

「

従

軍

慰

安

婦

」

な

ど

の

日

本

側

が

避

け

て

い

る

内

容

に

圧

倒

的

力

量

を

注

い

で

い

る

と

す

る

。 

 

「

第

三

章 

歴

史

教

科

書

の

中

の

台

湾

」

は

、

日

本

・

中

国

・

台

湾

の

各

教

科

書

に

お

け

る

台

湾

に

関

す

る

記

述

を

比

較

し

、

日

本

側

を

静

態

的

、

中

国

側

を

対

日

抵

抗

に

重

点

を

置

い

て

い

る

と

示

し

た

上

で

、

と

も

に

台

湾

を

連

続

性

が

な

く

受

動

的

な

存

在

と

し

て

論

じ

て

お

り

、

歴

史

叙

述

に

空

白

が

多

い

こ

と

を

指

摘

す

る

。

さ

ら

に

台

湾

の

教

科

書

制

度

を

紹

介

し

、

従

来

と

現

在

の

記

述

内

容

の

変

化

を

示

し

た

上

で

、

近

年

に

お

け

る

台

湾

史

か

ら

の

視

点

を

評

価

す

る

。 

 

「

第

四

章 

歴

史

教

科

書

の

中

の

韓

国

・

朝

鮮

」

で

は

、

両

大

戦

間

期

に

つ

い

て

日

本

側

の

記

述

は

簡

潔

で

分

量

が

少

な

く

、

検

定

制

度

や

国

内

外

の

反

応

に

対

し

て

「

逃

げ

の

姿

勢

」

が

見

ら

れ

る

と

分

析

す

る

。

他

方

、

階

級

闘

争

か

ら

分

析

す

る

中

国

側

が

取

り

上

げ

な

い

「

文

化

政

治

」

に

つ

い

て

台

湾

側

が

重

点

を

置

い

て

い

る

こ

と

も

指

摘

す

る

。

ま

た

韓

国

側

が

自

国

民

族

に

焦

点

を

合

わ

せ

過

ぎ

て

い

る

点

や

、

在

日

朝

鮮

人

学

校

側

の

過

剰

な

賛

美

や

誇

張

を

除

け

ば

、

両

者

と

も

具

体

的

に

歴

史

的

事

実

を

記

述

し

て

い

る

と

評

価

す

る

。 

 

「

第

五

章 

「

氷

点

事

件

」

と

上

海

版

の

歴

史

教

科

書

問

題

」

は

、

中

国

の

教

科

書

制

度

と

の

関

連

に

お

い

て

、

中

国

当

局

と

は

異

な

る

意

見

を

持

つ

袁

偉

時

論

文

や

上

海

版

歴

史

教

科

書

を

検

討

し

、

特

に

前

者

は

そ

の

限

界

よ

り

も

意

義

が

大

き

い

と

評

価

す

る

。 

 

「

第

六

章 

『

新

し

い

歴

史

教

科

書

』

（

扶

桑

社

）

と

戦

時

期

日

本

の

歴

史

教

科

書

」

は

、

扶

桑

社

版

の

問

題

点

を

列

挙

し

た

上

で

戦

時

歴

史

教

科

書

と

の

比

較

を

行

い

、

強

い

疑

問

を

投

げ

か

け

る

。

さ

ら

に

戦

後

歴

史

教

育

の

推
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移

を

述

べ

、

『

指

導

要

領

』

が

「

一

国

史

」

的

発

想

に

陥

り

や

す

い

限

界

を 

指

摘

し

、

そ

の

延

長

線

上

に

扶

桑

社

版

を

位

置

づ

け

る

。 

 
「

総

括

と

展

望

」

で

は

、

本

書

の

内

容

を

総

括

す

る

。

そ

し

て

、

一

方

の 
側

に

欠

落

し

て

い

る

歴

史

的

事

実

を

他

方

の

教

科

書

か

ら

補

足

し

、

歴

史

的 

事

実

に

対

す

る

各

国

の

分

析

や

認

識

を

組

み

合

わ

せ

る

こ

と

な

ど

、

東

ア

ジ 

ア

の

共

通

教

科

書

作

成

に

対

す

る

い

く

つ

か

の

提

起

を

行

っ

て

い

る

。 

 

欧

米

を

過

度

に

意

識

し

、

ア

ジ

ア

の

視

点

が

不

足

し

て

い

る

こ

と

や

、

検 

定

制

度

に

よ

っ

て

起

こ

る

恣

意

的

記

述

の

可

能

性

な

ど

と

い

っ

た

日

本

の

歴 

史

教

科

書

を

取

り

巻

く

問

題

を

歴

史

学

の

立

場

か

ら

明

ら

か

に

し

た

こ

と

が 

本

書

の

特

色

で

あ

る

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

藤

原

裕

士

） 

 
 


